
DevOps の成功:
第 1 回 Google Cloud DevOps Awards 
の受賞者から学ぶ



はじめに
Google Cloud DevOps Awards は、DORA の調査によ
り、DevOps を推進するリーダーと認められた組織を
表彰する賞です。受賞者の皆様は、DevOps の手法を
取り入れることで、優れたユーザー エクスペリエンス
とカスタマー エクスペリエンスを提供しながら、結果
とパフォーマンスも飛躍的に向上できることを実証し
てくれています。

表彰されたのは、次の 3 つのカテゴリそれぞれで
成功を収めた組織です。
• クリエイティブなソリューション - イノベー

ションで課題を克服する
• 卓越した技術力 - 数値で表せる目覚ましい成果を

上げる
• 成功＋影響 - 組織、ユーザー、お客様、世界に

メリットをもたらす

受賞者は、DORA の調査担当者で構成された審査
委員会が顧客側のチームの意見を取り入れながら
選出しました。評価の対象となったのは、アプリ
ケーションの完成度、Google Cloud プロジェク
トでの実証可能な成果、主要な指標です。

DORA とGoogle Cloud DevOps 
Awards について
Google Cloud の DevOps Research and Assessment
（DORA）のイニシアチブでは、8 年にわたる調査と
世界各国の 32,000 人以上の技術専門家からの意見を
集約しています。

この取り組みでは、厳密な統計手法を使って、最適なソ
フトウェア デリバリーと関連する組織および業務のパ
フォーマンスに寄与する能力とベスト プラクティスを
研究しており、データドリブンな分析により、テクノロ
ジーの開発と運用に最も効果的かつ効率的な方法を特定
しています。また参加者は、クラスタ分析によってパ
フォーマンスのレベルに基づくグループ（低、中、高、
エリート）に分類されます。

この DORA のプロセスを使えば、各カテゴリに対応す
る業界標準に照らし合わせて自組織の現状を評価し、
ベンチマークを実施できます。そして予測分析により、
パフォーマンスに最大の影響を与え、相対的な地位の
向上を促進できるデータに裏付けられた行動をピンポイ
ントで特定できます。

DORA のプロセスには、継続的な改善を念頭に置いて
取り組みます。この枠組みを活用している Google 
Cloud のお客様は、そこから得た教訓を応用すること
で、概して優れた成果を達成しています。
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https://cloud.google.com/devops
https://cloud.google.com/devops?hl=ja


2021 年の栄えある受賞者には、金融サービス
から小売業まで、幅広い業界を代表する組織
が選ばれています。以下の事例紹介では、受
賞した世界各国の組織 10 社と、功労者とし
て表彰された組織 3 社が実践した変革イニシ
アチブについて詳しく説明しています。

第 1 回のGoogle Cloud 
DevOps Awards では、主要
な DevOps 手法を中心に据え、
ビジネスに対する大きな影響
を実証したお客様が表彰され
ました。

スピード、安定性、復元力など、
DevOps の成功の基礎となる 10 
種類の側面における卓越性が評
価されています。

安定性を犠牲にせず速度を最適化
このアワードでは、エンドユーザーのニーズに迅速に対応でき
るように、より高速で安定性の高いソフトウェアを提供できた
お客様 1 社を表彰します。
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リモート作業における生産性向上のためのツールの活用
このアワードでは、エンジニアの生産性を向上させるために使い
やすいツールを導入し、優れた成果を達成したお客様 1 社を表彰
します。

効果的な障害復旧の実践
このアワードでは、事業運営を保護する堅牢で十分に
テストされた障害復旧（DR）計画を設計したお客様 1 社を
表彰します。

疎結合アーキテクチャの活用
このアワードでは、密結合されたアーキテクチャから
サービス指向型のマイクロサービス アーキテクチャに
移行したお客様 1 社を表彰します。

クラウドの機能を最大限に活用
このアワードでは、クラウド コンピューティングの 5 つの
機能（オンデマンド セルフサービス、広範なネットワーク
アクセス、リソースプール、迅速な拡張、サービスの測定）
をすべて活用して、ソフトウェア デリバリーと組織の
パフォーマンスを改善しているお客様 1 社を表彰します。

ドキュメント品質の最大限の改善
このアワードでは、Google Cloud の各種ツールを使用して、
DevOps をワークフローにうまく取り入れたお客様 1 社を表彰し
ます。

COVID-19の期間中の心身の疲労を軽減
このアワードでは、ワークライフ バランスを改善し、健全な
DevOps 文化を形成することで、最終的に心身の疲労を防ぐため
の効果的なプロセスを実践したお客様 1 社を表彰します。

情報に基づくビジネス上の意思決定を促進する IT 運用の活用
このアワードでは、DevOps のベスト プラクティスを活用し
て開発チームと運用チームの間のサイロ化を解消したお客様 1 
社を表彰します。

DevOps における包括性と多様性の推進
このアワードでは、事業を変革して強化するために組織の多様性
と包括性の取り組みを優先して行っているお客様、またはより多
様性と包括性のある、開放的な職場を実現する独創的なソリュー
ションを顧客のために構築し、より高いレベルのエンゲージメン
ト、生産性、イノベーションにつなげたお客様 1 社を表彰します。

DORA による DevOps の加速
このアワードでは、Google Cloud の各種ツールを使用して、
DORA の手法とガイダンスをワークフローにうまく取り入れ
たお客様 1 社を表彰します。



受賞者

安定性を犠牲にせず速度を
最適化
エンドユーザーのニーズに迅速に対応できるように、より高
速で安定性の高いソフトウェアを提供する能力を持つお客様
を表彰します

概要
Virgin Media O2 は、電話、テレビ、インターネッ
トの各サービスを提供する英国のプロバイダです。
接続回線数は英国全土で 4,800 万にのぼり、従業員
数は 18,000 人です。 同社が提供するモバイル ネッ
トワークは、人口の 99% をカバーしています。
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課題
Virgin Media O2 は、2021 年にケーブル事業者の Virgin 
Media と Telefónica のワイヤレス事業を展開する子会
社が合併して誕生しました。これにより新たな総合通信
事業者が英国に誕生し、顧客をあらゆる意思決定の中心
に据えるデジタル トランスフォーメーションが促進さ
れることになりました。
この取り組みに着手したことで同社は、統合ネット
ワーク サービスとカスタマー エクスペリエンスにお
けるイノベーションを加速させる活動において、技術
スタックと業務の進め方がその妨げとなっていること
を認識しました。

解決すべき課題としては、以下のようなもの
が挙げられます。
• システムが複雑で細分化されている
• データのポテンシャルを引き出せていない
• 手動プロセスなどの効率の低さ
• 開発サイクルとリードタイムの期間が長い

目標
このような背景から、Virgin Media は製品化までの時間
を短縮し、エンジニアリング チームとデータチームの
生産性を向上させ、システムの復元力を強化する取り
組みに着手しました。対象としたのは、従業員がコラ
ボレーションを行う方法とコンピューティング インフ
ラストラクチャの変革です。

主な目標は以下のとおりです。
• 点在するニッチなツールを排除する
• データの能力を引き出す
• データ ストレージとコンピューティング アーキテク

チャをモダナイズする

これを実現する最大の要素となったのが、パブリック クラ
ウドとプライベート クラウドを組み合わせたハイブリッド
な構造を使用するクラウド ファーストのアプローチです。
この取り組みを担当するチームは、効率を改善し、かつて
の問題を繰り返さないためには、シンプルであることと再
利用性が非常に重要であることを認識しました。

解決策
Virgin Media は、Google Cloud を使用した新しいクラウド
アーキテクチャを導入しましたが、採用の促進とベスト
プラクティスの活用には、専任のエンジニアリング チーム
が集中して取り組みました。同社は、オープンソースの
ツールと Google Cloud のコアサービスを使用して、価値
の高い、入念にオーケストレートされた 24 時間 365 日稼
働のシステムを 6 か月以内に 3 つ構築しています。

このコアスタックは再利用性が高いため、より多くの
機能や機能強化を備えた新しいサービスを、ゼロから
作り直すことなく構築できるようになりました。

データ オペレーションについては、次のように対
応しています。
• Google のサーバーレス マルチクラウド データ

ウェアハウスである BigQuery にデータ ストレージ
を移行した

• ワークフローのオーケストレーションと分析に
Google Cloud Composer と Dataflow を採用した

• ML の予測モデルの開発環境として Google の
Vertex AI を導入した

• コンテナの自動スケーリングを備えた Google 
Cloud Run サーバーレス コンピューティング プラッ
トフォームに移行した

https://news.virginmediao2.co.uk/
https://cloud.google.com/bigquery?utm_source=google&utm_medium=cpc&utm_campaign=na-US-all-en-dr-bkws-all-all-trial-e-dr-1011347&utm_content=text-ad-none-any-DEV_c-CRE_573148306762-ADGP_Desk%20|%20BKWS%20-%20EXA%20|%20Txt%20%7E%20Data%20Analytics%20%7E%20BigQuery_Big%20Query-KWID_43700068782254823-kwd-63326440124&utm_term=KW_google%20bigquery-ST_google%20bigquery&gclid=Cj0KCQjwvqeUBhCBARIsAOdt45Yel2TsPHwxDNX0EOU_JpVo_RvcMI4GkZFRnG5_Dfm-MjrgBy8QGCAaAqEkEALw_wcB&gclsrc=aw.ds
https://cloud.google.com/composer
https://cloud.google.com/dataflow
https://cloud.google.com/vertex-ai
https://cloud.google.com/run


これを基盤として、Virgin Media は新しい価格設定エ
ンジンを 4 か月で構築しました。担当チームが使用し
たのは、Cloud Run、Firestore データベース、
Google Cloud Armor ネットワーク セキュリティなど、
Google Cloud のマネージド サービスです。

価格設定エンジンによって、顧客は容易にパッケージ
を変更できるようになりました。現在では、商品と
サービスの組み合わせをオンラインで柔軟に選択でき
ます。Virgin Media の価格設定エンジンは、サービス
バンドルを主力商品とする業界にとって、大きなイノ
ベーションとなります。また、これを活用して価格設
定のテストを実施することもできます。

Virgin Media は、コールセンターへの電話を自動転
送する処理にも Google Cloud APIs を使用しました。
これにより、ニーズに合わせたソリューションのカ
スタマイズが可能になり、サードパーティ製のツー
ルにかかる費用を削減できます。

結果
Virgin Media のモダナイゼーション イニシアチブは、
顧客、企業、そして従業員にとって良い結果をもたら
しました。同社は、複雑さを排除し、より小規模で頻
繁なリリースを推進し、マネージドの Google Cloud 
サービスを使用することで、開発とデプロイにかかる
時間を劇的に短縮しています。サーバーレス システム
は、容易にスケーリングしてトラフィックの急増に対
応できるため、復元力が向上します。

主な結果として、以下のことが挙げられます。
• デプロイにかかるリードタイムが、4～6 

か月から 60 分未満に短縮された。
• 以前は 17 時間もかかっていたデータクエリ

が、現在では数秒から数分で実行できる。
• 手動によるテストとデプロイは、最大で 2 か
月もかかっていたが、現在では 1 日に複数の
機能をデプロイできるようになった。

• 自動化されたテストにより安定性が向上し、
Google Cloud 上で実行される本番環境の
SLA は、99.9% の達成率を実現している。

「組織の考え方と仕事の進め方が完全に変わりました。
この先何年にもわたって、多くの可能性を引き出して
くれることでしょう」と Virgin Media は述べています。

新しい価格設定エンジンによって、同社とその顧客は、
商品の選択をカスタマイズし、価格を迅速に調整でき
るようになりました。このツールは、顧客データを活
用して推奨を行います。これにより注文あたりの収益
が増加し、顧客満足度も向上しています。また、自動
化された着信の転送により、顧客とエージェント間の
インタラクションが強化されました。これにより通話
の繰り返しが低減され、費用が削減されるほか、手動
のプロセスが排除され、顧客のライフタイム バリュー
が増加しています。

この変革により、仕事の満足度と士気も向上しました。
「最新のツールを使って効率的に仕事をこなせるよう
になったことで、チームの幸福度は大きく高まってい
ます。アナリストが問題を迅速に解決できるように
なったことにより、生産性が大幅に向上し、日常業務
における集中力が高まり、流れもスムーズになったた
め、快適に仕事をこなせるようになりました」と担当
チームは話しています。

「「組織の考え方と仕事の進め
方が完全に変わりました。
この先何年にもわたって、
多くの可能性を引き出してく
れることでしょう」
-Virgin Media

Google との連携
Virgin Media は、Google Cloud チームの優れたなサポートが成功を後押ししてくれたと述べており、
特に Google プロダクト チームに相談する機会が多かったことに触れています。Google プロダクト
のロードマップは、どのように進化しているのか見通しが示されています。これによって自社の計画
を調整できるため、Virgin Media は、この点を評価しています。

成功を収めた Virgin Media のプロジェクトについて詳しくは、こちらの動画をご覧ください。

5

https://cloud.google.com/firestore
https://cloud.google.com/armor
https://www.youtube.com/watch?v=huRr-ALWW_c


受賞者

リモート作業における生産性
向上のためのツールの活用
エンジニアの生産性を向上させるために使いやすい
ツールを導入し、優れた成果を達成したお客様を
表彰します

概要
Lowe’s Companies, Inc. はホームセンターを運営する
企業であり、FORTUNE® 50 に名を連ねています。米国
とカナダに展開し、週あたりの顧客との取引回数は約
1,900 万件にのぼります。 Lowe’s とその関連企業の
2021 年度の売上高は 960 億ドルを超え、住宅リフォー
ム材やホームセンター商品を販売する約 2,200 店舗の
運営またはサービスの提供を行っており、30 万人以上
の従業員を雇用しています。米国ノースカロライナ州
ムーアズビルに拠点を置く Lowe’s は、安全で手ごろな
価格の住宅を建てるプログラムや、次世代の熟練した
商売のエキスパート育成を支援するプログラムを通じ
て、同社がサービスを展開するコミュニティを支援し
ています。
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課題
Lowe’s は、小売の基盤に焦点を当てたビジネスの変革
を 2018 年から開始しました。この枠組みでは、テクノ
ロジーのモダナイゼーションが重要な要素となっていま
す。同社が課題として挙げていたのは、従来のモノリス
インフラストラクチャや過度に複雑で手間のかかる IT 
プロセスでの作業などです。この変革を支えるため、
Lowe’s は 2019 年の初めにオンプレミスから Google 
Cloud のクラウド コンピューティングへの移行を開始
しました。

2020 年 3 月に発生した世界的なパンデミックにより
家に閉じこもっていた消費者が、住宅のリフォームに
一斉に目を向けるようになりました。これにより店舗
とウェブサイトのトラフィックが急増することになり、
オンライン チャネルの全体的なエクスペリエンスを強
化し、信頼性を向上させ、製品化までの時間を短縮す
るという差し迫った必要性が示されることになります。

また、このような状況から、CI / CD ワークフローにお
ける手作業のステップ、開発サイクルの長期化、変化に
対するシステムの復元力に関する懸念への対処も急務と
なりました。

目標
Lowe’s の広範な戦略は、オンラインおよびオフライン
のカスタマー エクスペリエンスの改善、アジリティの
向上、そして優れた業務効率の実現を見据えたもので
す。この戦略を実施するうえで重要な要素となったの
がテクノロジーのモダナイゼーションであり、担当
チームは、クラウドへの移行スケジュールを前倒しす
る必要があることを認識することになります。

そこで Lowe’s のチームは、次のことに着手しました。

• 自動化を推進する
• サイトの信頼性を確保しながら、ソフト

ウェア リリースの速度を最大限に高める
• 製品チーム、サイト信頼性エンジニアリング

チーム、開発チーム間の緊密な連携を実現する

Lowe’s は、企業文化の変革も必要であることを理解
していました。最も複雑だったのは、30 以上のドメ
インと 200 以上のサービス、IT サービス管理、パ
フォーマンス、セキュリティ エンジニアリングを担
当する各チームで構成された複数の部門横断的なチー
ムを調整することでした。

解決策
同社は、Google のサイト信頼性エンジニアリング
（SRE）フレームワークと Google Cloud を活用して、
より効率的で効果的な業務環境を実現しています。
また、この変革の一環として、従来のアーキテクチャか
ら Google の SRE フレームワークと Cloud Platform を
最大限に活用するアーキテクチャに移行しました。

パンデミックによって増加したオンライン ビジネス
のトラフィックに対応することが急務であったため、
より迅速な進化が求められます。

https://www.lowes.com/
https://sre.google/


これを後押しする要素は、主に以下の 4 つです。
• 自動化。目標としたのは、繰り返しの手作業をなくし、

エンジニアがビジネスの成果を促進し、カスタマー
エクスペリエンスを形成する活動に集中できるように
することでした。

• 連携。これは、信頼性を維持しながらリリースの
速度を向上させるうえで重要な戦略でした。同社は、
ドメインチームと製品チームにサイト信頼性エンジニア
（SRE）を組み入れることで、製品開発の初期段階から、
関係者が信頼性、パフォーマンス、スケーラビリティ、
速度を向上させるイニシアチブと足並みを揃えられるよ
うにしています。シームレスなコラボレーションを実現
するため、SRE は安定性計画を反復的に策定し、製品
チームの四半期ロードマップに反映させています。

• ワンタッチリリース。手動のステップと検証作業を
削減することで、リリースの速度を高めます。製品
チームが機能のリリースを決定すると、SRE がリリー
ス前の信頼性検証を行い、自動化された継続的パイプ
ラインが PR マージによってトリガーされ、変更が安
全にデプロイされます。
これにより、スピードと安定性の適切なバランスが実
現されます。

• キャパシティプランニング。トラフィックの急増を
予測するため、SRE はキャパシティ プランニングを
優先し、サービスの安定性と信頼性を確保するため
にパフォーマンスを常にモニタリングします。

結果
リモートでの作業にもかかわらず、Lowe’s の 15 名の
エンジニアで構成されたチームは、6 か月でソリュー
ションを導入しました。現在は 250 以上の同時デプ
ロイをサポートしており、今後 350 以上に拡大する
見込みです。

連携とチームワークの強化により、完全にオフィスで勤
務するスタッフ、オフィス勤務と在宅勤務を組み合わせ
るスタッフ、そして完全に在宅勤務のスタッフで構成さ
れたハイブリッド ワークモデルの継続が支援されてい
ます。このようなモデルは業務上のニーズに基づくもの
であり、Lowe’s は競争の激しい市場において優秀な人
材を引きつけることができます。

変革を始めてから、Lowe’s はスピードと効率の面で目
覚ましい改善を実現しました。リリース速度は 300% 
向上し、これまで 2 週間に 1 回であったリリースが 1 日
に 20 回以上行われるようになりました。Google 
Cloud に移行して以来、年間 30 件強であったリリース
の処理数は、年間 4,500 件以上に増加しています。

コード配信にかかる時間は 4 時間から 30 分未満にま
で短縮されました。これまではリリース前のチェック
のために 8 人のエンジニアを用意する必要がありまし
たが、ワンタッチ リリース プロセスでは不要です。
必要なのは、pull リクエストを承認することだけです。

このソリューションにより、Lowe’s はサイトの可用性
と信頼性に悪影響を与えることなく、インシデントか
らの平均復旧時間（MTTR）を 12% 短縮できました。

Google との連携
クラウドによる変革を開始して以来、Lowe’s は Google のテクニカル アカウント マネジメント
（TAM）チームと隔週でミーティングを行っています。このセッションは、未解決の問題や障害、SRE 
のベスト プラクティスについて議論したり、Google のプロダクトに関する技術的な専門知識を交換し
たりする目的で利用されています。

成功を収めた Lowe’s のプロジェクトについて詳しくは、こちらの動画をご覧ください。

リリース速度は 300% 
向上し、これまで 2 週
間に 1 回であったリ
リースが 1 日に 20 回以
上行われるようになり
ました。
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https://cloud.google.com/tam
https://cloud.google.com/tam
https://www.youtube.com/watch?v=ypjgPNsl2zM&feature=youtu.be


受賞者

効果的な障害復旧の
実践
事業運営を保護する堅牢で十分にテストされた障害
復旧計画を設計したお客様を表彰します

概要
障害が発生した際の復旧速度は、Kakao Mobility は、
韓国 Kakao Corp の子会社であり、3,000 万人以上
のユーザーが利用する韓国で最も人気のあるタク
シー配車サービス、Kakao T を運営しています。
MaaS（Mobility as a Service）のパイオニアといえる
存在であり、ターンバイターン方式のナビを提供する
ほか、自律走行サービスや屋内マッピング テクノロ
ジーなどのアプリケーションにも進出しています。
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課題
これまで Kakao は、オンプレミスのクラウド システム
に依存してコンピューティング ワークロードを処理し
ていました。韓国では、5,000 万人の人口のほとんど
が Kakao T などの Kakao アプリケーションを利用して
移動するため、サービスの信頼性は非常に重要です。

有機的成長と利用パターンにより、ラッシュアワー
や祝日の前後など、定期的にトラフィックの急増が発
生します。そして同社の API も、予測不能な呼び出し
の集中に見舞われることになるのです。

このような事態が発生した場合、Kakao のエンジニア
は、オンプレミス クラウドから追加のコンピューティ
ング リソースを迅速に確保するのに苦心していました。
インフラストラクチャの容量を拡大するために、多数
の物理マシンや仮想マシンを入手したこともあったの
ですが、そのような取り組みは失敗に終わることもあ
りました。このような場合は、ユーザーへの悪影響を
避けるために、システムを操作してコンピューティン
グ ワークロードを削減しなければなりませんでした。

障害が発生した際の復旧速度は、IT 部門のスタッフが
いなかった週末を含め、Kakao の希望よりも遅いもの
でした。また Kakao は、サービスの可用性と応答性
が低下すれば顧客が失望し、収益機会の損失につなが
ることも認識していました。さらにこのような問題に
より、障害復旧に備えるためにも、Kakao Mobility に
は追加のインフラストラクチャが必要であることが浮
き彫りになりました。

目標
Kakao は、消費者に対するサービスの提供と、社内外
の顧客から行われた API リクエストに対するレスポン
スについて、100% の SLA（サービスレベル契約）準
拠を目標としていました。そのために必要となるのが、
フォールト トレラントで復元性に優れたシステムの
構築です。

同社は、弾力性があり費用効率に優れた方法によるコ
ンピューティング能力の増強にも着手しましたが、こ
れは需要の急増に対応するために容易にスケールでき
るようにするためです。また同時に、障害復旧計画の
導入も目指していました。

このような目標は密接に関連し合っています。Kakao 
は、トラフィックに合わせて自動スケーリングできる
システムを構築したいと考えていました。これはまた、
いかなる障害からも自動的に回復できる冗長性とシス
テムの復元力も提供してくれます。

そして Kakao は、SLA が多様であったことから、製品
や顧客ごとにサービス品質をカスタマイズできる機能を
求めていました。

https://www.kakaocorp.com/page/service/service/KakaoT?lang=en


解決策
Kakao は 6 か月間のプロジェクトで、Google Cloud と
同社のオンプレミス クラウドで構成されたマルチクラ
ウド環境を構築しました。Google Kubernetes Engine
（GKE）は、コンテナ化されたアプリケーションのデプ
ロイとスケーリングに対応したマネージド環境であり、
Google Cloud でのトラフィック バーストに対する対応
を自動化します。

より多くのキャパシティが用意され、新しいアーキテク
チャによって 2 つのクラウド リソースが同時に実行さ
れています。このソリューションはどちらも受信リクエ
ストを処理するため、データの共有や CI / CD（継続的
インテグレーション / 継続的デプロイ）のオーケスト
レーションが複雑になります。

API ゲートウェイは Kakao のオンプレミス クラウドと
Google Cloud の間でワークロードを分割し、バランス
を取ります。デプロイメントとインフラストラクチャの
構成は、Infrastructure as Code ツールで管理します。

Google Cloud の追加により、コンピューティング リ
ソースのプロビジョニングが速くなりました。ノードの
準備は 10～30 秒以内に完了し、トラフィックの急増に
もシームレスに対応できます。最高技術責任者の Sean 
You 氏は「これにより、ビジネスのアジリティと致命的
な問題のないスケーラビリティが確保されます」と述べ
ています。

オンプレミスのデータセンターと Google Cloud クラスタ
間の冗長性が、復元性に優れたシステムを支えています。
Kakao は、オンプレミス クラウドがダウンしてもすべての
トラフィックを処理できるように Google Cloud 環境を構
築し、障害復旧能力を提供しています。

「当社のサービスはユーザーにとって非常に重要である
ため、ゼロ ダウンタイムを実現できるよう絶え間ない
努力を続けています。そのため、当社の DevOps チー
ムは主にシステム障害の検出可能性を向上させ、自動的
に回復できる復元性の高いシステムの設計に注力してい
ます」と You 氏は説明しています。

結果
Google Cloud の採用により、Kakao のサービスの
スケーラビリティと安定性は劇的に向上しました。

トラフィックの増加や急増が発生しても、Google 
Cloud をオンデマンドで利用できるため、追加のリ
ソースを確保する必要がなくなりました。あらゆる
サービスの提供において不可欠なのがルーティング
API サービスであり、システムは急激なワークロード
の増加にも対応していました。

ところが、新しいシステムへの移行後に発生したあ
るトラフィックの急増では、受信トラフィックの
需要が以前のピーク時の 4 倍にまで増加したため、
追加リソースが必要になりました。そこで Kakao の
チームは、オンプレミス トラフィックの大部分を
Google Cloud で処理するようにトラフィックのバラ
ンスを調整したのです。コンピューティング リソー
スの増加は GKE がオーケストレーションするため、
必要な作業は設定を調整することだけです。この
移行により、開発チームにかかるデプロイと運用の
負担も軽減されました。

「このようなリクエストにも、ワークロードを拡張す
ることで数分以内に対処できました。Google Cloud 
がなければ、時間内にリクエストを処理することはで
きなかったかもしれません。これこそが正に、当社の
マルチクラウド戦略が信頼性の高いフォールト トレラ
ントなシステムを実現できることを証明する現実の
ユースケースといえます」と You 氏は話しています。
Kakao は、同社のルーティング API を使用するアプリ
ケーションごとにサービス品質を保証できる自動ス
ケーリング構成を検討しています。これにより、サー
ビスごとに SLA パフォーマンスをカスタマイズできる
ようになることが期待されます。

Google との連携
Kakao は小規模なチームでプロジェクトを開始し、テクニカル アカウント マネージャーを含む
Google Cloud チームから追加サポートを受けています。参加者は毎週ミーティングを行って強固な
コラボレーションを実現しており、Kakao はサービスのダウンタイムを発生させることなく、新し
いアーキテクチャに移行できました。

成功を収めた Kakao Mobility のプロジェクトについて詳しくは、こちらの動画をご覧ください。

「
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「当社のサービスはユー
ザーにとって非常に重要で
あるため、ゼロ ダウンタ
イムを実現できるよう絶え
間ない努力を続けています。」
- Kakao Mobility、最高技術責任者、Sean You 氏

https://cloud.google.com/kubernetes-engine
https://www.youtube.com/watch?v=HdqhCcqTOOA&feature=youtu.be


受賞者

疎結合アーキテクチャ
の活用
密結合されたアーキテクチャからサービス指向型のマイクロサービ
ス アーキテクチャに移行したお客様を表彰します

概要
BT Group Plc は、固定回線、ブロードバンド、モバイ
ル通信の各サービスを提供する英国最大手のプロバイ
ダです。 また、サブスクリプションのテレビサービス
と IT サービスも提供しています。

課題
BT は、英国全土および世界 180 か国にわたり、
あらゆる規模の顧客にサービスを提供しています。
そのため、技術的に複雑な環境においても俊敏かつ
効率的であることが求められます。同社は、大規模
な従来型のオンプレミス データ インフラストラク
チャを所有していました。これは、物理的なデータ
ストアとしては英国で最大級のものであり、これが
アジリティを実現する障壁となっていました。

同社が抱える課題は、以下のようなものでした。

• オンプレミスのデータ エステートにかかる
高額の費用

• 手動ワークフローによる対応の遅れ
• 非効率なためにデータの価値を最大限に高め

ることが困難

• 煩雑なデプロイ プロセス

このような課題により、新規ユーザーに対するデー
タアクセス提供の効率が低下し、新しいマネージド
プロジェクトの開始が遅れ、デプロイが困難になり、
サービスの信頼性も低下してしまいます。

目標
BT は、低費用で迅速かつ柔軟なコンピューティング環
境の開発を目指していましたが、サービス指向でクラウ
ドベースのアーキテクチャがこの目的を達成する最善の
方法であることを認識していました。そして、Google 
Cloud 上に構築した新しいデータ プラットフォームが、
そのビジョンの重要な一部となったのです。

BT の取り組みの具体的な目標は、以下のとおりです。
• 自動化された頻繁なデプロイ
• ユーザー リクエストに対するリアルタイムの応答性
• 費用構造の削減
• 手動プロセスの排除
• 見つけやすさに優れた論理的なデータ ストレージ

この変革では、BT 全体の約 50 チームが Google Cloud 
に移行することになります。BT の目標を達成するため
には、ポータルを通じて提出されたユーザー リクエス
トを管理すること、新規ユーザーをオンボーディングす
ること、そして自動化された反復可能なワークフローを
実現するために共通のデプロイメントを抽象化すること
を可能にするシームレスな手法を作成する必要がありま
した。

BT のクラウド データハブ
チームは、プロジェクト
ファクトリのエンドツー
エンドの自動化を 5 か月
で達成しました。これに
より、420 ものマネージ
ドプロジェクトをセット
アップできます。
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https://www.bt.com/


解決策
BT のクラウド データハブ チームは、Google Cloud 上
に構築された次世代のデータ プラットフォームの重要
な柱となるコンポーネントを定めています。

主要なコンポーネントは、以下のとおりです。
• プロジェクトファクトリ。BT のチームは、完全に自

動化されたイベント ドリブンのプロジェクト開始プロ
セスを設計しました。これにより、同社の大規模な
Google Cloud の採用をサポートしています。これは
ファクトリと呼ばれ、チームのポータルを介したユー
ザー リクエストへのレスポンスを自動化します。また、
サーバーレス アーキテクチャとコンテナベースのパイ
プライン オーケストレーションを使用します。BT は、
イベント ドリブン サービスの構築と接続には Cloud 
Functions、アプリケーション間のメッセージングには
Pub/Sub、タスクの自動化には Cloud Scheduler など
の Google Cloud プロダクトを利用しました。

• 抽象化フレームワーク。同社のチームは、特定のクラ
ウドを容易にデプロイできるように抽象化しました。
その結果として作られたテンプレートは、高い再利用
性と効率性を提供しながら、ポリシーや権限など、
ユーザーの要件に合わせたカスタマイズが可能です。

• データストレージ。BT は、オンプレミスのデータ ス
トレージを使用するのではなく、Big Query のマルチ
クラウド データ ウェアハウスを構築することで、以
前は断片化されていた情報を論理的に整理していま
す。 これにより、BT のデータ サイエンティストは、
より多くのデータを発見し、活用できるようになり
ました。その結果、より堅牢な ML モデルや MLOps、
自動化された継続的モデルのトレーニング、そして
Google Cloud の Vertex AI Pipelines を使用したモデ
ル調整のデプロイが可能になっています。

このような変化の背景で大きく影響したのは、BT がモ
ノリシック アーキテクチャから移行したことであり、
柔軟性、拡張性、スケーラビリティが向上しました。
BT は、クラウドと疎結合アーキテクチャに移行するこ
とで復元力が向上し、技術的負担が低減され、自動化
に対応できることを認識していました。疎結合により
実装を再利用し、カスタム統合を回避できます。

各コンポーネントは、詳細なオーケストレーションを
行わなくても独立して動作します。このようなリーン
アーキテクチャは、マイクロサービス、コンテナ、
API といった最新のコンピューティング トレンドの
特徴といえます。

結果
BT による Google Cloud と疎結合アーキテクチャの採
用は、大きなプラスの影響を生み出し、スピード、応
答性、アジリティが大幅に向上しました。同社のクラ
ウド ソリューションは、手作業を排除し、プロジェク
ト作成を効率化し、デプロイを自動化してくれます。

BT ではサーバーレス テクノロジーに注力しており、完
全に自動化された NoOps マイクロサービス スタック
の実現を目指しています。同社のクラウド データハブ
チームは、プロジェクト ファクトリのエンドツーエン
ドの自動化を 5 か月で達成しました。これにより、420 
ものマネージド プロジェクトをセットアップできます。
ユーザーリクエストにはリアルタイムで応答し、プロ
ジェクトはオンデマンドでの作成が可能です。以前は、
少なくとも 7 日間はかかっていました。デプロイは、
今やストレスの多い四半期ごとの大規模なリリースで
はなく、小規模な変更を高い頻度でリリースする方式
が普通になっています。これにより、サービスの信頼
性と安定性が向上しています。

同社は、マイクロサービス アーキテクチャによって、オ
ンプレミスのデータ ウェアハウスを Google Cloud に移
行できました。ML を本番環境で稼働させるためのデー
タはマネージド パイプラインで取り込んでいますが、
これがリアルタイム分析の第一歩となっています。

3,000 人の DevOps エンジニアに対するサービスは
ウェブ アプリケーションで管理していますが、これに
よりエンジニアとビジネス ユーザーの両方の待ち時間
が削減され、効率が向上しました。新規ユーザーが
データ ウェアハウスへのアクセス権を取得するまで、
従来は 1 か月以上かかっていましたが、自動化された
承認プロセスの採用により、数時間で処理できるよう
になりました。ネットワーク化されたコンピューティ
ングのリソースを割り当てるのに必要な時間は、
200% 短縮されています。また、サービスポータルの
ユーザーを対象とした社内アンケート（NPS と同様の
調査）では、満足度が 70% を超えています。

Google との連携
BT のイニシアチブをサポートしたのは、Google の Professional Services Organization（PSO）で
す。PSO は、クラウド導入に関する技術的な専門知識とガイダンスを顧客に提供する組織です。
たとえば、同様の導入事例に基づいてプロジェクトの作成や共有コードを一元管理する方法につい
てアドバイスを与える Google のスペシャリストと BT の間を取り持つ連絡役として PSO が関与し
ました。

成功を収めた BT Group のプロジェクトについて詳しくは、こちらの動画をご覧ください。
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https://cloud.google.com/functions
https://cloud.google.com/pubsub
https://cloud.google.com/scheduler
https://cloud.google.com/bigquery
https://cloud.google.com/architecture/mlops-continuous-delivery-and-automation-pipelines-in-machine-learning
https://cloud.google.com/vertex-ai/docs/pipelines/introduction
https://dora.dev/devops-capabilities/technical/loosely-coupled-architecture/
https://cloud.google.com/blog/ja/products/cloud-migration/how-pso-helps-you-maximize-google-cloud-migrations
https://www.youtube.com/watch?v=YrAWb82sQnw


受賞者
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クラウドの機能を
最大限に活用
クラウド コンピューティングの 5 つの機能をすべて活用してソ
フトウェア デリバリーを改善し、組織のパフォーマンスを高め
たお客様を表彰します

概要
WP Engine は、WordPress ウェブサイトとアプリケー
ションをホストするプラットフォームとして業界を
リードする存在です。ホストするサイト数は、世界
150 か国、150 万以上にのぼります。同社は、人を第
一に考える職場文化が評価され、世界中のすべての拠
点で「働きがいのある会社」に認定されています。

課題
WP Engine のエンジニアリング共有サービス グループ
では、約 40 のアプリケーション エンジニアリング
チームが社内ユーザーにサービスを提供しており、そ
の数はおよそ 100 種類にのぼります。この体制では、
アプリケーション チーム間のギャップや不統一が、非
効率の原因となっていることが浮き彫りとなっていま
した。

たとえば、ある同じ問題を解決するために、重複した
ソリューションが導入されていたことがありました。
また、同社は複数のクラウド ベンダーと提携していた
ことから、アプリケーション開発チーム全体でツール
やプロセスが統一されていない問題にも悩まされてい
ました。このような不統一はダッシュボードのモニタ
リングにも及んでおり、運用状況の全体像をリアルタ
イムに把握することが困難でした。これにより生産性
が損なわれ、ベスト プラクティスを普遍的に適用でき
ないという事態につながりました。

目標
WP Engine が求めていたのは、インフラストラクチャ
のモダナイズと DevOps 手法の標準化です。またサ
ポートチームは、各アプリケーション チーム間で、高
速かつ信頼性の高い製品開発、リリース、管理を実現
する基盤を提供したいと考えていました。そこで同社
は、クラウド運用を統合して不統一を低減し、再利用
可能なパターンを構築してベスト プラクティスを組み
込み、システムに柔軟性を持たせてスケーラビリティ
を向上させることを目標としました。

アプリケーションごとのインフラストラクチャ費用を把
握しやすくなり、サービスのトラフィック増加に伴う成
長への対応力を向上させることができます。また、この
ようなステップを踏むことにより、セキュリティやイン
シデントへの対応力、システムの可用性を強化する道も
開かれます。

解決策
WP Engine は、クラウドの運用を Google Cloud に統一す
ることで、不統一の問題に対処しました。また、Google 
Cloud に加え、WP Engine 社内のエンジニアリング共有
サービス グループは、Catalyst と呼ばれる社内向けのソフ
トウェア デリバリー プラットフォームを開発しました。
このプラットフォームには、同社のアプリケーションを
構築、配信、デプロイ、および運用するためのツールがま
とめられており、プロセスが効率化されます。

Catalyst により、アプリケーション チームには、単一の一
貫したソリューションが提供されます。このソフトウェア
デリバリー システムは、Google の Anthos を使用します。
Anthos は、アプリケーションのデプロイに対応したマ
ネージド プラットフォームであり、オンプレミスとクラウ
ドネイティブのどちらの環境でも動作します。この移行に
より、WP Engine は Infrastructure-as-Code を使用してコ
ンピューティング リソースのプロビジョニングを自動化で
きるようになりました。これにより、一貫性のある構成管
理が保証されます。

このプロジェクトでは、チーム全体の標準化とモダナイ
ゼーションに向けたさらなる一歩として、オブザーバビリ
ティ、モニタリング、トラフィック管理に対応した共通の
アプローチも取り入れました。環境全体でのセキュリティ
とポリシーの実施は、Anthos Service Mesh によって簡素
化および自動化されています。

WP Engine ではオンデマンドのセルフサービスを提供して
おり、これを利用することで Catalyst プラットフォームへ
のアプリケーションの追加、共有コンピューティング クラ
スタのプーリング、クラスタの自動スケーリング、共有
ネットワーク（上り）の提供が可能になります。

https://wpengine.com/
https://cloud.google.com/anthos


このプラットフォームで最も重要な機能は、新しい
ソフトウェアの継続的インテグレーション / 継続的
デプロイ（CI / CD）に対応したインフラストラク
チャを提供することです。これには、構成、インフ
ラストラクチャの構築、デプロイ、ランタイム イン
フラストラクチャ、認証管理、複数のオブザーバビ
リティ ツールとのインテグレーションが含まれます。

結果
Catalyst は、業務に関する分析情報を提供する統合
ダッシュボードと自動化によって、業務の効率性と再
現性をもたらしました。WP Engine のアプリケーショ
ン チームによる採用はうまくいっており、現在までの
ところ、約 80 人の同時接続ユーザーを持つ 16 チーム
が、このプラットフォーム上で作業しており、32 種類
のアプリケーションとサービスを管理しています。WP 
Engine は、米国 2 拠点、アイルランド 1 拠点、ポーラ
ンド 1 拠点のほか、多数の在宅勤務者に分散している
すべてのチームをこのプラットフォームに移行させよ
うとしています。このソフトウェア デリバリー プラッ
トフォームは、すでに 14 本のアプリケーションのリ
リースを効率化する目的で使用されており、さらに 7 
本のアプリケーションについても準備が進められてい
ます。Catalyst 上のすべてのアプリケーションは、内
部サービス間の安全な通信を確保するために相互認証
を使用しています。これは、これまで WP Engine が
持っていなかった機能です。

インフラストラクチャ自動化のベスト プラクティスと
して、約 20 チームが GitOps フレームワークを使用し
ており、WP Engine が目標としていた一貫性を高めて
います。Catalyst では、3 つのセキュリティ ポリシー
の自動適用が行われていますが、さらに 6 つのポリ
シーも計画中です。

Catalyst チームでは、新規ユーザーに対してオンボー
ディング後のアンケートを実施していますが、その反
応は非常に好意的です。たとえば、「チームがインフ
ラストラクチャではなくアプリケーション（開発作
業）に集中できる」といった回答が寄せられています。

このソフトウェア開発プラットフォームは、WP 
Engine のコアバリューである「成長のための構築」を
体現したものであり、企業のニーズの変化に合わせた
スケーラビリティと柔軟性をもたらします。

Google との連携
WP Engine と Google は強固なパートナーシップを築いています。両社のチームは毎週ミーティングを
行いフィードバックを共有しており、Google のチームメンバーはWP Engine と Google の開発チーム
は両社のロードマップを調整していますが、Catalyst チームは、問題解決に対する Google の取り組み
を高く評価しています。

成功を収めたWP Engine のプロジェクトについて詳しくは、こちらの動画をご覧ください。

「
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チームがインフラストラクチャ
ではなくアプリケーション
（開発作業）に集中できます」
-WP Engine アプリケーション開発者 / チームメンバー

https://www.youtube.com/watch?v=nXBG5946ndw&feature=youtu.be


受賞者
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ドキュメント品質の
最大限の改善
Google Cloud の各種ツールを使用して、DevOps 
をワークフローにうまく取り入れたお客様を表彰
します

概要
Clover は、中小企業を対象として、ハードウェアとソ
フトウェアで構成されたクラウドベースの POS ツール
を提供しています。同社は Fiserv 傘下の企業であり、
年間数十億ドルのカード取引を処理しています。

課題
Clover は、店舗やレストランによる同社の Android 
POS 決済ソリューションの採用が拡大したことで、飛
躍的に成長しました。 2010 年にスタートアップとして
設立されましたが、急速な成長と 2012 年および 2019 
年の買収を経て、変貌を遂げてきました。

こうした変化は、Clover の開発プロセスにとって負担
となるものでした。Clover が抱える制約としては、ま
ずモノリシック アーキテクチャが挙げられますが、他
にも取引量の拡大に対応できるように新しいオンプレミ
ス サーバーを迅速にオンラインで稼働させる必要があ
るという課題も抱えていました。ところがエンジニアリ
ング チームは、イベント ドリブン システムではなく、
サポートに時間がかかり、顧客への価値提供を遅らせる
最適とはいえないソリューションを導入していたのです。

目標
Clover は、Google Cloud を利用したクラウド インフラ
ストラクチャによって、モダナイズやマイクロサービス
への移行、リソースの弾力性を実現する作業に着手しま
した。同社はまた、リリース サイクルを短縮すること
で、決済処理業界の新興勢力との競争で優位に立ち、市
場でのリーダーシップを強化することも目標としました。

Clover は、Google の DORA Assessment を受けて
います。これは、主要なベンチマークに照らし合わ
せて、同社の DevOps プロセスを評価するものです。
詳細な調査の結果、Clover のエンジニアは、バグの
発生やユーザーにとって負担となる可能性を懸念し
て、アップデートの頻度を高めることに抵抗を示し
ていることが判明しました。

急速に成長した結果としてドキュメントが古くなること
が、デプロイに関する不確実性をもたらす大きな原因と
なっていました。そのため、リリースの頻度を高めるう
えで、ドキュメントの品質を改善することが重要な目標
となりました。

解決策
Clover のチームは、迅速なデプロイという目標を
ドキュメントの品質改善によって後押しする以下
のような複数の方法を導き出しました。
• 古くなった情報を削除し、これまで用意されてい

なかった場所にドキュメントを追加することで、
コーディングのスピードアップと品質に関する問
題の低減に貢献した。

• ドキュメントの品質を改善することで、新人エンジ
ニアが目標とする生産性を達成するまでの期間が短
縮され、チームの効率が向上した。

• 本番環境への移行前に行う問題のトラブルシュー
ティングが容易になったため、より多くの価値を生
み出す活動に注力できるようになった。

具体的な改善点としては、ドキュメントのレビュー、
変更による影響を受けるユーザーに伝達する取り組
み、社内ユーザーからの質問に対応するリソースな
どが挙げられます。そのため現在の開発ワークフ
ローには、アーキテクチャ テンプレートやバージョ
ン追跡と可視性を目的とした GitHub への記録など、
ドキュメントの改善を促進するステップが含まれて
います。また、動画デモやチュートリアル、記録さ
れた画面共有なども提供しています。

エンジニアは Slack チャンネルを開設し、事業単位や
地域を越えてユーザーをサポートしています。これに
より、ドキュメントのギャップや弱点が浮き彫りにな
り、それに対処できます。

https://www.clover.com/
https://www.android.com/
https://www.devops-research.com/research.html


Clover は、Documentation Fridays（ドキュメント
フライデー）を設け、チーム全体で未対応のドキュ
メント ニーズに対処しています。これは同社が、高
品質で最新の情報を提供できるように、チームメン
バーに十分な時間を与え、優れたドキュメントの作
成に重点を置いている姿勢を示すものです。

結果
Clover は、これまでデプロイの間隔を長く取っていま
したが、ほとんどのチームが自由にリリースできる体
制に移行しました。多くのチームは数日ごとに新しい
コードを本番環境に投入しており、中には 1 日に複数
回実施するチームもあります。これは、コード品質と
ユーザー エクスペリエンスに対する信頼性の向上にも
支えられています。

DevOps が開発と運用の両面で、あらゆる領域にわたり
相互に重要な役割を果たしていると感じられるようにな
ることで、Clover では文化的な変化が起きています。
たとえば、手作業を減らす自動化、知識リソース、他の
メンバーを指導するチームメンバーなど、より多くのサ
ポートが整えられています。

Clover の経営陣は「エンジニアリング チームは、これ
までよりもはるかに短時間で顧客に貢献する製品を作
る体制が整いました」と述べています。また、Clover 
でプラットフォーム エンジニアリング担当バイス プレ
ジデントを務める Rishi Malik 氏は「エンジニアリング
チームは、可能な限り迅速に実行に移し、可能な限り
迅速に顧客が望む方法で製品を提供できます」と話し
ています。

このような変革に伴い、自動化と改善されたサイト信
頼性エンジニアリング（SRE）によって、セルフサービ
ス機能が向上しています。これによりプラットフォー
ム チームは、手作業の雑務や生産上の問題に対処する
のではなく、他のエンジニアリング チームをサポート
する内部ツールなど、製品の構築に注力できるように
なります。

このような変化が相互に作用することで効率が向上し、
より効果的なスケーリングが可能になりました。
「DevOps エンジニアではなく、製品チームを増やすこ
とができるようになりました。以前よりも多くのエンジ
ニアリング チームをサポートできる社内システムが整
備されたため、顧客に直接的に価値を提供するやり方で、
より多くの製品を構築できます」と Clover の経営陣は
述べています。

Google との連携
Clover は、迅速なサポートと週次ミーティングを目的とした共有の Slack チャンネルを通じて、
Google Cloud チームと緊密な協力関係を築いています。

成功を収めた Clover Network のプロジェクトについて詳しくは、こちらの動画をご覧ください。

「
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「エンジニアリング チームは、
可能な限り迅速に実行に移し、
可能な限り迅速に顧客が望
む方法で製品を提供できます」
- Clover、プラットフォーム エンジニアリング

担当バイス プレジデント、Rishi Malik 氏

https://cloud.google.com/sre
https://www.youtube.com/watch?v=lstoBul73-4&feature=youtu.be


受賞者
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COVID-19 の期間中の
心身の疲労を軽減
ワークライフ バランスを改善し、健全な DevOps 文化を
形成することで、最終的に心身の疲労を防ぐための効果
的なプロセスを実践したお客様を表彰します

概要
UKG は、人事、給与計算、勤怠管理に対応したクラウ
ド ソリューションを提供しています。同社は、
Ultimate Software と Kronos Incorporated の合併によ
り 2020 年に設立され、70,000 以上の組織にサービス
を提供しています。

課題
UKG は「Our purpose is people」をスローガンと
した企業文化を持っており、すべての人にポジ
ティブな職場環境を提供できるよう、顧客を支援
しています。同社は、この指針を自社従業員に対
しても実践しており、Forbes 誌の「2022
America’s Best Large Employers」にランクインす
るなど、働きやすい職場に関する数々の賞を受賞
しています。

燃え尽き症候群による離職率の急増、スタッフのリ
モートワーク、COVID-19（新型コロナウイルス感染
症）の流行によるストレスの増加など、世界の労働事情
はかつてないスピードで変化しています。UKG のライ
フワーク テクノロジーのアプローチによるソリュー
ション設計は、組織が一人ひとりに固有のニーズをサ
ポートし、各個人が仕事も普段の生活も充実させる
働き方ができるようにすることを目的としています。

その一例が UKG Dimensions 勤怠管理ソリュー
ションであり、世界各国の 1,500 以上の組織をサ
ポートしています。このプラットフォームには、AI
と ML が使用されており、従業員は統一されたイン
ターフェース上で、時間管理やスケジュール管理、
給与管理など、一連の管理プロセス全体に対応で
きます。

UKG は、変化する雇用主や従業員のニーズに対応する
ため、 常に進化し続ける必要性を理解しています。
そのためには、最新の合理的なテクノロジーの提供と、
サービスに対する高い信頼性が求められます。

目標
この取り組みをサポートするため、UKG のテクノロ
ジー チームは DevOps の導入に着手しました。
DevOps とは、ソフトウェア デリバリーをスピード
アップし、サービスの信頼性を高め、IT 組織を強化す
るための考え方と一連の手法を指す言葉です。

UKG のリサーチとイノベーションを担当するグループ
でバイス プレジデントを務める Cecile Leroux 氏は
「仕事のルールが書き換えられつつあるのが現実です。
そして私たちは、不確実性の高い状況で起きたことにた
だ反応するのではなく、そのルールを書き換える一翼を
担いたいと考えていました。これは特に高い適応力が求
められるため、まさに DevOps のアプローチが必要と
される状況です。顧客だけでなく、社内にもライフワー
ク テクノロジーを取り入れるにはどうすればいいのか。
私たちが認識したことのひとつは、個人それぞれが燃え
尽き症候群に近い状態になっていないか、細心の注意を
払う必要があるということでした」と話しています。

解決策
この目標を達成するため、UKG は、頻度を高め複雑さ
を低減したアップデートの配信を実現し、ダウンタイ
ムを削減し、顧客が価値を創出するまでの時間を
短縮する主要な変更点を設計しました。

2021 年、同社は Google Cloud にサービスを再ホス
トしたのですが、DevOps の手法を使用して、従来
のモノリシック アプリケーションを移行しています。
これは、10 ペタバイトのデータを持ち、数千もの企
業にサービスを提供するものです。

https://www.ukg.com/


UKG は、2021 年末までに手動のプロセスから脱却し
ていますが、2022 年末までに普遍的に採用すべきク
ラウドネイティブの目標を設定しました。このような
目標を達成するには、自己修復システム、水平自動ス
ケーリング、ダウンタイムのないアップグレード、マ
ルチリージョンの可用性、最適なレベルでのネイティ
ブのマネージド サービスが求められます。

「UKG はクラウドネイティブの特性と機能を採用しま
したが、これによってリリースが開発サイクルから切
り離され、より大きな価値をより迅速に顧客に提供で
きるようになりました」

結果
UKG は主力となるソリューションを Google Cloud に
移行しましたが、これによってトラブルシューティン
グにかかる時間の短縮や費用削減、障害復旧機能、リ
リース サイクルの高速化など、劇的な効果を実感して
います。Leroux 氏は、「私たちが最も大きなメリット
と感じたのは、ダウンタイムが大幅に削減されたこと
と、デリバリー全体に復元力が生まれたことです。
つまり、継続的インテグレーションと継続的デリバ
リーが可能になったのです」と述べています。

結果は以下のようなものです。
• メンテナンス時間枠が 36 時間から 3 時間に

短縮された

• 顧客の未対応の不具合が半分以下に減少した
• 複数の顧客に同時に影響を与えるインシデ

ントが 80% 減少した
• 不具合解決までの平均時間が 59% 短縮された

• 1 件あたりのエンジニアリング時間が 72% 短縮された

COVID-19 のワクチン接種確認と接触確認のプロセス
を Dimensions に迅速にデプロイできたという事実は、
Google Cloud への移行が UKG の機敏性を高め、パン
デミックによって余儀なくされた新たな要件にも雇用
主がスムーズに対応できるようになったことを証明す
る事例といえます。この作業にかかった期間は、数か
月あるいは数四半期ではなく、わずか数週間です。

この変化は、UKG でのイノベーションを支えました。
同社は AI と ML に投資して、従業員の燃え尽き症候群
の兆候を検出し、退職リスクのある従業員を特定する
Dimensions の能力を強化しました。

UKG は、燃え尽き症候群の要因を把握し、それを抑止
できるようにしたいと考えています。たとえば、自分の
スケジュールを柔軟に管理できるツールを従業員に提供
していますが、これも予防的なアプローチのひとつです。
Dimensions は AI を使用して休暇やシフト交換のリクエ
ストを評価するため、このプラットフォームでは、従業
員がリアルタイムに自分のスケジュールを管理できます。

Dimensions を使用すれば、管理者は、従業員がどれく
らいの頻度で休暇を取っているか、休暇が承認または却
下されたのか、どれくらいの時間外労働があるかなどを、
特定の給与期間だけでなく長期にわたって確認できるた
め、より大きな背景を理解することもできます。何万人
もの従業員を抱える組織にとって、これを大規模に行え
ることは重要です。2022 年の Fortune 誌の「100 Best 
Companies to Work For」に UKG の顧客が 38 社もラン
クインしているのは、このような機能のおかげかもしれ
ません。

クラウド アーキテクチャによってアジリティが向上
したことで、UKG では 2022 年末までに Dimensions
の規模を 60% 拡大し、処理できる API 呼び出しの量
を 3 倍に増やすことを見込んでいます。

マサチューセッツ、フロリダ、そしてインドに拠点を
置く UKG の開発チームは、リモートで作業を行いなが
らプロジェクトを遂行しました。UKG は、各チームが
個人に過度の負担をかけることなく、一貫した出力を
確保できるように取り組みました。

Google との連携
UKG は、移行からフルマネージド サービス、AI / ML に至るまで、UKG の全製品分野にわたる提携を含め、
Google Cloud と協力して作業を進めました。UKG は、カスタマー エンジニアリング、テクニカル サポート、
プロダクト チーム、Professional Services Organization などの分野で Google Cloud の専門知識を活用しま
した。

成功を収めた UKG Group のプロジェクトについて詳しくは、こちらの動画をご覧ください。
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https://www.youtube.com/watch?v=G3GRe7hBHHo&feature=youtu.be


受賞者

18

情報に基づくビジネス上の意思
決定を促進する IT 運用の活用
DevOps のベスト プラクティスを活用して開発チームと
運用チームの間のサイロ化を解消したお客様を表彰します

概要
Broadcom Software は Broadcom Inc. 傘下の企業で
あり、世界で最も複雑なハイブリッド環境をモダナイ
ズ、最適化、保護するビジネス クリティカルなソフ
トウェアの分野では世界的なリーダーです。
Broadcom Software はエンジニアリング中心の企業
文化を持っており、顧客のスケーラビリティ、アジリ
ティ、セキュリティを実現する広範なソフトウェア
ポートフォリオを提供しています。

課題
業界をリードする Broadcom Software のインフラス
トラクチャおよびセキュリティ ソフトウェアは、
AIOps、サイバーセキュリティ、バリュー ストリー
ム管理、DevOps、メインフレーム、決済セキュリ
ティの各用途に対応しています。世界でも最大規模
の企業や組織の多くが、このような製品や SaaS サー
ビスを利用しています。
Broadcom は買収を繰り返してきた歴史があるため、
同社のソフトウェア ソリューションには複数のアー
キテクチャが混在し、さまざまなテクノロジーと手
法によって構築されていました。また、複数のパブ
リック クラウドとプライベート クラウドで稼働し、
個別に運用されていました。

このようなばらつきが、手作業による非効率的な
ワークフローやソフトウェア デプロイ時の摩擦、
インフラストラクチャやサポートに対する費用負
担などの課題をもたらしたのです。

目標
顧客にさらなる価値を提供するため、Broadcom Software 
のチームは次のような複数の目標を掲げました。

• デプロイ プロセスを標準化および自動化する
• インフラストラクチャのフットプリントを簡素化する
• リソースを最適化する
• 複数のテクノロジーを統合する

さらに広い範囲では、同社はソフトウェア製品グルー
プ全体の相乗効果を促進し、より効率的に規模を拡大
し、テクノロジー スタックを最適化することを目指
していました。このような変革により、製品チームが
優れた製品の構築とイノベーションに注力する機会が
広がることになります。

Broadcom Software では、DevOps とはイノベー
ションとコラボレーションを促進し、効率性と生産
性を高め、開発チームと運用チーム間の摩擦をなく
す文化であるという理念を掲げています。DevOps
はプロセスとツールの組み合わせであり、高品質か
つ安全なコードを迅速に提供できるようになります。

「「DevOps とは、イノベー
ションを促進し、開発チーム
と運用チームの間の障壁を取
り除き、効率性の改善と生産
性の向上を実現してくれる文
化であると考えています」
-Broadcom Software、SaaS 運用およびデリバ
リー担当シニア ディレクター、Ganesh
Janakiraman 氏

https://software.broadcom.com/


解決策
Broadcom Software は、Google Cloud でソフトウェ
アを提供する変革に着手しました。これには、次のよ
うな重要な変化が伴います。
• クラウドに適した

マイクロサービス アーキテクチャの実装

• コンテナ化によるアプリケーションのモダナイズ
• Kubernetes システムによるコンテナのオーケスト

レーション

この計画を実行に移すには、数ペタバイトものデータ
を移行し、世界各国のデータセンターと複数のパブ
リック クラウドで稼働する多様なテクノロジー スタッ
クを統合する必要があったのですが、これらは Google
Cloud 上の Google Kubernetes Engine（GKE）に統合
されました。GKE は、自動スケーリングを提供するコ
ンテナ化されたアプリケーションに対応したマネージ
ド環境です。

同社のチームは、80 以上のアプリケーションとサービ
スを対象として、コードをマイクロサービス アーキテ
クチャにリファクタリングし、コンテナ化しました。
Google Cloud でオーケストレーションするために、
コンテナと Kubernetes によって標準化する手法は、
ほぼすべてのケースで可能でした。当初は、このよう
な変化に抵抗するチームメンバーもいましたが、プロ
ダクト チャンピオンと経営陣が、今回の変化のビジョ
ンとメリットを効果的に説明しました。

変革に向けたもうひとつの側面は、製品チーム全
体で共通の DevOps 手法を採用することでした。
これには、ツール、CI / CD パイプライン、
セキュリティ対策が含まれます。

Broadcom Software は、データを迅速かつ費用対効果
の高い方法で移行するためのネットワーク インフラスト
ラクチャを設計および構築しました。これには、完全に
自動化された継続的デリバリー パイプラインが含まれる
ため、チェンジ マネジメントとセキュリティ スキャン
を統合したコードを任意の移行先環境にデプロイでき
ます。

プロジェクトの複雑さは、Broadcom Software の製品に
対するさまざまなセキュリティ ニーズとコンプライアン
ス ニーズによって、さらに増加していました。アプリ
ケーションは、Payment Card Industry データ セキュリ
ティ基準（PCI DSS）、米国連邦政府によるリスクおよび
認証管理プログラム（Federal Risk and Authorization
Management Program: FedRAMP）、および SOC 2（顧
客データの管理方法を定めた自主基準）に基づくプライ
バシー規制およびセキュリティ規制を満たす必要があり
ました。
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https://cloud.google.com/kubernetes-engine
https://www.pcicomplianceguide.org/faq/
https://www.fedramp.gov/


Google との連携
Broadcom Software は Google Cloud と提携し、Broadcom のクラウド ファースト ソフトウェアを、
スピード、スケール、効率に優れた方法で提供しています。同社は、業界をリードするビジネス ク
リティカルなソフトウェアの包括的なポートフォリオを構築していますが、Google Cloud はその
道のりを一緒に進んでくれる信頼できるパートナーです。両社は、経営幹部からプロダクト マネー
ジャー、プラットフォーム リーダー、サポートチーム、運用部門まで、さまざまなレベルで協力し
てきました。

Broadcom Software は、同社のイニシアチブが GKE などのマネージド サービスの限界を押し広げたと
述べています。同社では Google Cloud と協力して、特定した問題に対応する新機能をテストしてきま
したが、Google Cloud の対応力を高く評価しています。Janakiraman 氏は最後に「Google Cloud がな
ければ、過去数年間の当社の成果は達成できなかったでしょう」と話してくれました。

成功を収めた Broadcom Software のプロジェクトについて詳しくは、こちらの動画をご覧ください。

結果
このプロジェクトにより、Broadcom Software は
ソフトウェア部門全体で、以下のような複数の成
功を収めることができました。
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• 迅速なデプロイ。同社は、共通の CD パイプライ
ンを使用して、いつでもどこでもデプロイできる
能力を獲得しました。これにより、手作業による
介入なしで、より迅速に製品を提供できるように
なりました。Broadcom Software では、平均する
と複数の環境で 1 日あたり 6,500 回以上のデプロ
イを行っています。開発者は、より多くの段階的
な変更を顧客に迅速に提供できるようになりまし
た。

• フットプリントの合理化。同社は、世界 60 か所
のデータセンターから、27 か所の Google Cloud
リージョンおよびポイント オブ プレゼンスに移
行し、インフラストラクチャを大幅に削減しま
した。

• コンピューティングリソースの最適化。コンテナ
の採用と、ノードや Pod の自動スケーリングなど
の機能を備えた標準的な GKE ベースのプラット
フォームにより、リソースの大幅な最適化が実現
しました。たとえば、Broadcom Software の
Clarity PPM ソフトウェアでは、Google Cloud へ
の移行に伴う製品の最適化により、6,000 以上
あった使用ノード数が 100 未満に減少しました。

• 収益性の向上。Broadcom Software の SaaS を運用
するために必要な人数は、標準化によって 70% 削
減されました。これにより、新しいイノベーション
プロジェクトに注力できるようになりました。この
効果は、複数の製品スイートにおける収益性の大幅
な向上という形で現れています。

さらに Broadcom Software は、DevOps を取り入
れたことで、組織として重要な進歩を遂げています。

Broadcom Software で SaaS 運用およびデリバリー担
当シニア ディレクターを務める Ganesh Janakiraman 
氏は「DevOps とは、イノベーションを促進し、開発
チームと運用チームの間の障壁を取り除き、効率性の
改善と生産性の向上を実現してくれる文化であると考
えています」と述べています。

Broadcom Software の変革が進むにつれて、製品間の
類似性が明らかになり、さらなる効率化への道が開か
れることになりました。たとえば、オブザーバビリ
ティに共通の手法（モニタリング、指標、アラート、
ロギング）を取り入れることができました。「プロセ
ス全体をさらに効率的にするために活用できる共通点
が多数存在していたことに驚いています」とコメント
しています。

「「プロセス全体をさらに効率
的にするために活用できる共
通点が多数存在していたこと
に驚いています」
-Broadcom Software、SaaS 運用およびデリバ
リー担当シニア ディレクター、Ganesh
Janakiraman 氏

https://www.youtube.com/watch?v=ZdD8QPrMtoY
https://cloud.google.com/about/locations#network
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DevOps における包括性
と多様性の推進
事業を変革して強化するために組織の多様性と包括性の取り組みを優先して
行っているお客様、またはより多様性と包括性のある、開放的な職場を実現す
る独創的なソリューションを顧客のために構築し、より高いレベルのエンゲー
ジメント、生産性、イノベーションにつなげたお客様を表彰します

概要
Ultimate Kronos Group（UKG）は、勤怠管理、給与
計算、人的資本管理（HCM）に対応したクラウド ソ
リューションを提供しています。同社は、Ultimate
Software と Kronos Incorporated の合併により 2020
年に設立され、70,000 以上の組織にサービスを提供
しています。

課題
人種差別や系統的バイアスの問題が広く認知されるよ
うになるにつれ、ステークホルダーは、DEI つまり
Diversity（多様性）、Equity（公平性）、Inclusion
（包括性）を推進する責任を組織に求めるようになり
ました。また企業側も、多様性が単なる道徳面からの
要請ではなく、人材の維持と育成に不可欠であること
を認識しています。包括性のある職場、そして強い帰
属意識を生み出す職場は、コラボレーション、イノ
ベーション、そして顧客への共感を育みます。

しかし、大規模な組織で多様性のイニシアチブを拡大
することは困難であり、その意図を結果へと昇華させ
ることに苦労している企業もあります。系統的バイア
スの結果として障壁が存在する場合もあり、それを
取り除くのは一筋縄ではいかないことが多いのが実情
です。

組織が求めているのは、多様性と包括性の価値を深く
根付かせ、文化の変革を促進するツールです。また、
自らの目標を目に見える形でサポートできるポリシー
の設計と実施を支援してくれるソリューションを求め
ています。多様性は、人種、民族性、性別、性的指向、
障がい、年齢などの特性に関わる問題です。優れた包
括性を達成するには、感受性と持続性が必要です。

目標
UKG は、「Our purpose is people」というスローガン
のもと、自社の多様性と公平性という使命を推進し、顧
客が UKG のソリューションによって大きな進歩を達成
できるよう支援する方法を模索してきました。

2020 年の合併による創業以来、UKG はテクノロジー人
材も含め、有意義な方法で影響力を拡大してきました。
学習の促進、偏見の緩和、多様な人材の採用、責任体系
の創出を目指し、男女間の賃金格差の是正にも取り組ん
でいます。

さらに UKG は、多様性、公平性、そして包括性をサ
ポートするテクノロジーに投資することで、顧客も同じ
ことができるよう支援することを公約として掲げていま
す。同社のライフワーク テクノロジーのアプローチに
よるソリューション設計において重要な構成要素のひと
つとなっているのが、すべての従業員が帰属意識を持ち、
本来の自分の姿で毎日の職務を遂行できるように、雇用
主が真摯に取り組んでいる姿勢を示せるよう支援するこ
とに努めていることです。

解決策
UKG は、複数の方法で自社のビジョンの実現に取り
組んできました。同社が提供する UKG Pro、UKG
Dimensions、UKG Ready ソリューションの製品設計
プロセスではアクセシビリティが重視されており、
顧客による多様なチームの構築を支援します。

一方 UKG は、DevOps の手法を背景として、マサ
チューセッツ、フロリダ、インドに開発チームを置き、
多様性に富むグローバルな自社の人材を育成すること
に注力してきました。同社では、多様性を取り入れて
サポートし、人々が最大限の能力を発揮できるように
支援する手段としてテクノロジーを捉えています。

https://www.ukg.com/
https://www.ukg.com/resources/infographic/what-life-work-technology
https://www.ukg.com/solutions/ukg-pro-suite
https://www.ukg.com/solutions/ukg-dimensions-suite
https://www.ukg.com/solutions/ukg-dimensions-suite
https://www.ukg.com/solutions/ukg-ready-suite


2021 年、同社は帰属意識、多様性、公平性を担当する
最高責任者として、著名な技術者である Brian Reaves 
氏を迎え入れました。同氏のビジョンは、信頼、公正、
平等を基盤とした企業文化の拡大に取り組みながら、既
存のイニシアチブを主導し、拡大することでした。また、
UKG のソリューションの一部として DEI を取り入れる
ことを明確に定めています。

UKG のリサーチとイノベーションを担当するグループでバ
イス プレジデントを務める Cecile Leroux 氏は「UKG の
ビジネスにとって BD&E、つまり Belonging（帰属意識）、
Diversity（多様性）、Equity（公平性）は欠かせないもの
となっています。顧客に影響を与えられるソリューション
を提供するには、UKG の従業員と製品の構成を構築する
際に、顧客とその従業員の民族的 / 文化的多様性、性別的
多様性、世代的多様性を反映するという目標を意図的に持
たなければなりません」と話しています。

手作業のプロセスや意思決定における偏見を減らすこ
とも、テクノロジーによって多様性を推進する方法のひ
とつです。「UKG では、多様性と包括性とは、単に議
論に参加してもらうこととは考えていません。そこで声
を上げてもらうこと、そして個々の声に耳を傾けてもら
い、尊重してもらい、価値を見い出してもらうことこそ
が多様性だと考えています」と Leroux 氏は付け加えて
います。

結果
多様性の推進に終着点はありません。しかし、UKG の
投資は大きな成果を上げました。2022 年、同社は職場
における LGBTQ+ の平等性を示すベンチマークである
Corporate Equality Index（企業平等指数）で 100% を
獲得し、2 年連続で満点のスコアを獲得しました。

また、UKG は Disability Equality Index（障がい平等指
数）でも満点を獲得しています。さらに、女性にとっ
て最も働きやすい企業として受賞しているほか、
Forbes 誌の「2022 America’s Best Large Employers」
にもランクインしています。

同社は、提供するソリューションによってすべての
人々のニーズを満たせるように常に前進を続けるた
め、ソフトウェア デベロッパーとしての運営体制を
強化してきました。

たとえば視覚障害者の方は、UKG Pro のモバイルアプリ
を使用することで、スマートフォンに搭載されている音
声アシスタント機能を使って、給与明細などの人事情報
を取得できます。この機能は見落とされがちですが、従
業員の仕事にもプライベートにも影響を与える不可欠な
機能です。

Leroux 氏は「当社では、DEI 製品のソリューションと
機能強化を積極的に推進し、UKG 内の広範な従業員リ
ソース グループとのパートナーシップを促進していま
す。UKG の専門知識と顧客からのフィードバックを組
み合わせることで、より優れた製品を作り、さらに大
きな違いを生み出すことができるのです」と説明して
います。

自社の従業員については、面接を行う候補者の代表
性を高めるなど、多様性をさらに促進できるように
人材獲得プロセスを改善しました。この取り組みの
結果、UKG の女性技術者の人数は倍増しています。
Leroux 氏は「成功を収めるためには、このような重
点的な取り組みに本腰を入れる必要があり、嘘が
あってはなりません」と付け加えています。

Google との連携
UKG は、同社と Google Cloud のコラボレーションは、コミュニケーション、柔軟性、そして DEI を
中心とした強固な企業文化を育むという共通の熱意の上に成り立っていると考えています。エンゲー
ジメントの開始にあたり、Google Cloud チームはソートリーダーを招いて UKG の経営幹部とミー
ティングを行い、連携を確認しました。

成功を収めた UKG Group のプロジェクトについて詳しくは、こちらの動画をご覧ください。

「
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「UKG では、多様性と包括
性とは、単に議論に参加して
もらうこととは考えていませ
ん。そこで声を上げてもらう
こと、そして個々の声に耳を
傾けてもらい、尊重してもら
い、価値を見い出してもらう
ことこそが多様性だと考えて
います」
-UKG、リサーチおよびイノベーション担当グループ

バイス プレジデント、Cecile Leroux 氏

https://disabilityin.org/what-we-do/disability-equality-index/2021companies/
https://www.youtube.com/watch?v=Dvd2TpJdEiU&feature=youtu.be


受賞者

DORA による DevOps 
の加速
Google Cloud の各種ツールを使用して、DORA の手法と
ガイダンスをワークフローにうまく取り入れたお客様を表
彰します

概要
1870 年に設立された Deutsche Bank はドイツを代表
する銀行であり、大手企業や政府機関、機関投資家か
ら、中小企業や個人に至るまで、グローバルに金融
サービスを提供しています。

課題
150 年以上の歴史を持つ Deutsche Bank は、58 か国
にわたって業務を展開する複雑な構造を持つ企業であ
り、レガシー システムが何重にも使われています。
テクノロジー、データ、イノベーションの組織に
30,000 人規模の人員を割いていることからも、同行
全体の複雑さをうかがい知ることができます。部門は
9 つに分かれており、それぞれの成熟度や技術スタッ
ク、収益創出に対する重要性、将来の方向性、アプリ
ケーションの規模には大きなばらつきがあります。

経営陣は、Google の DORA フレームワーク（32,000 
人以上の参加者から得たデータに基づくベンチマーク
プロセス）を導入して、同行の文化を変革し、優れた
DevOps パフォーマンスを推進することを決定しまし
た。そのためには、部門ごとの分析情報を把握し、将
来的な活用方法に対応できるアプローチを開発しなが
ら、個々のチームに合わせて DORA プロセスをカスタ
マイズする必要があります。

目標
組織が掲げる DORA の導入に伴うテクノロジー、
データ、イノベーションに関する目標は、次のような
複数の方法による費用削減を中心としたものです。
• エンジニアリング能力 - 以前は請負業者にアウ

トソーシングする戦略を取っていましたが、こ
れによりレガシー システムのメンテナンスに対
して社内で対応する能力が低下し、費用が増加
していました。

• サービスの安定性 - 可用性と信頼性は金融取引の決済
など、銀行の主要な業務において収益を上げるうえで
最も重要な要素です。毎分数千件もの取引が発生する
ため、不安定な状態や利用できない状態が続くと、大
きな収益の損失につながります。

• 規制コンプライアンス - システムが停止すると、銀
行から政府機関への取引データの報告など、規制上の
義務を果たせなくなる可能性があります。規制当局は、
この報告の完全性と適時性の両方について厳しい要件
を定めており、違反した場合は多額の罰金が課される
ことになります。

• テクノロジー - 銀行は複雑で費用のかかる IT 資産
を抱えています。重複する機能が高価なインフラ
ストラクチャ上で稼働しており、最低限の自動化
しか行われていないため、ガバナンスの負担も大
きくなります。担当するチームが求めたのは、イ
ノベーションと成長をサポートしながら、リスク、
複雑性、費用を削減することです。

解決策
Deutsche Bank のテクノロジー部門は、90 を超え
るチームの 1,700 人以上の回答者を対象として、22 
種類の項目で構成された DORA の評価を実施しまし
た。回答者の規模は、同行の収益に換算すると、数
十億ドルに相当します。

このような評価から浮かび上がった要点は、疎結合
アーキテクチャ、クラウド サービス、小規模なコード
更新の頻繁な実施を採用することで最大の改善が見込
めるというものでした。
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Deutsche Bank は Google Cloud との提携により、テ
クノロジーの変革を加速させることにしました。ク
ラウドへの移行を迅速に行うことで、復元力の向上、
顧客に対する新機能の迅速な提供、長期的な費用削
減が可能になります。

DORA は、このような改善を実施するための共通のフ
レームワークを提供してくれます。コンセプトは、
Deutsche Bank のエンジニアリングおよびアーキテク
チャのマニフェストを通じてトップダウンで展開され、
ビジョンの共有が図られています。また、指標報告の
強化や DORA 能力評価の広範な展開など、草の根の取
り組みによってボトムアップで展開されています。

このプログラムでは、5 年間で 1,400 本のコア アプリ
ケーションをクラウドに移行する予定ですが、技術的
な自給率の向上や、DevOps および SRE の強化といっ
た中核的な手法を取り入れることに重点が置かれてい
ます。

結果
その効果には目を見張るものがありました。ある先行
採用チームでは、リリースの頻度が 3 倍に増加し、
2021 年の最初の 3 四半期でインシデントが 40% 減少
しました。また、別のチームでは、デプロイが 60% 
スピードアップし、インシデントが 9% 減少しました。
リスク、経理、財務の機能を持つ 2 つの事業部門で
DORA を採用した結果、早期に 50 万ユーロの費用削
減を達成しています。

Deutsche Bank は、DORA のパフォーマンス スコアの
高さは、リリース サイクルの短さに相関していて、そ
のようなチームほどインシデントの影響を受けにくい
（そしてインシデントを起こしにくい）ことを認識し
ました。

DORA との連携により、Deutsche Bank は、技術的お
よびコンプライアンスの管理体制を整え、DevOps 手法
の一貫性と速度を達成しながら、大規模な変革を実現
できます。同行は、イノベーションと新機能にリソー
スを集中できるよう、摩擦のない開発を目標としてい
ます。

このような取り組みを支えるのが自動化です。その他
の利点としては、ワークフローの効率化、人件費の削
減、チームワークの強化、共有知識の拡大などが挙げ
られます。

同行では、重要なアプリケーションについて、2025 
年までに以下の各要素で「高ステータス」を実現する
ことを目標としています。

• 1 日未満のリードタイム
• 変更時の障害率 15% 未満
• 1 日未満のサイクルタイム
• オンデマンド デプロイの頻度
• 1 時間未満の MTTR

Google との連携
Deutsche Bank と Google は、協力して同行に DORA を導入しています。両組織は当初、DORA 
評価の簡易版を作成し、Deutsche Bank の少人数の参加者の間で実用性を実証しました。

その後 Google は、完全な DORA 評価の初期試験運用をサポートしています。これにより、完全な評
価には規模が小さすぎるチームを含め、Deutsche Bank の全チームを対象として大規模に DORA を展
開する方法の見通しを立てることができました。これはさらに、「クイック チェック」プロセスとト
レーナー向けトレーニングのアプローチによる規模の拡大へとつながります。

成功を収めた Deutsche Bank のプロジェクトについて詳しくは、こちらの動画をご覧ください。
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Schlumberger
Schlumberger は、世界各国のエネルギー業界にテク
ノロジーとサービスを提供する大手プロバイダです。
同社は、Google Cloud の DORA DevOps ベンチマー
ク評価を使用して、パフォーマンスの改善を推進しま
した。

同社の主力となるテクノロジーは、DELFI と呼ばれるク
ラウドベースのコグニティブ プラットフォームであり、
エネルギー探査チームと開発チームによるコラボレー
ションに対応しています。フルマネージドであり、
SaaS モデルを通じてデータとアプリケーションを接続
します。

DORA が改善を促進
Schlumberger は、DevOps の取り組みを推進するため
に、グローバルなソフトウェア ライフサイクルの管理
チームを結成しました。このチームは早期の目標として、
クラウドでホストされるすべての製品とサービスについ
て、DORA ベンチマークに基づく評価を「高」にするこ
とを掲げました。2020 年以降、Schlumberger は
DORA Assessment を 3 回実施していますが、最新の評
価では、世界各国のテクノロジー センター全体で 61 の
開発チームから 1,000 件以上の回答が得られています。

製品チームがアップグレードの重要性が最も高い
機能と考えたのは、テストの自動化、継続的デリ
バリー、モニタリング、継続的インテグレーショ
ンでした。

DORA の取り組みから、Schlumberger の製品チームは
278 件の計画を作成し、そのうちの 185 件が実行可能
と判断されました。そのうち 135 件が完了し、50 件は
進行中です。その結果、DORA のパフォーマンス カテ
ゴリが低、中、高から少なくとも 1 レベル上昇した製
品の数は倍増しました。

Schlumberger の継続的な改善プロセスは、クラウ
ドネイティブな分析アプリケーションの進歩を支
えています。このようなアプリケーションにより、
顧客は地震と坑井解釈などのデータからより大き
な価値を引き出し、重要なビジネス上の意思決定
を行うことができます。

成功を収めた Schlumberger のプロジェクトにつ
いて詳しくは、こちらの動画をご覧ください。

功労者の表彰

DevOps Dreamer

DevOps の継続評価の
機能を活用することで、
DORA のパフォーマンス
カテゴリを向上させるこ
とができました。
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功労者の表彰

DevOps 
Dreamer

Smartsheet
Smartsheet は、共同作業を管理する SaaS プラット
フォームです。 また、子会社の Brandfolder は、デジ
タル マーケティング アセットを管理するためのエン
タープライズ アプリケーションです。

2021 年初頭、Brandfolder by Smartsheet は、Google 
Cloud 上の Google Kubernetes Engine に移行する 6 か
月間の取り組みに着手しました。 これは、Google 
Cloud のマネージド サービスを活用しながら、クラウド
ネイティブなテクノロジーと DevOps 手法に移行する取
り組みでもあります。このようなサービスが持つマネー
ジドという側面に加え、水平スケーリングが可能なイン
フラストラクチャとサーバーレス インフラストラク
チャにより、人による操作がほとんど不要な運用への
道が開かれました。

クラウドネイティブへの移行
移行を実施するために必要な最大の変化のひとつは、組
織的なものでした。Brandfolder チームは、新しいシス
テムをサポートするために、部門横断的なチームを編成
し、オンコール ローテーションを作成する必要があり
ました。このような組織的な変更によりオーナーシップ
が促進され、前月比でインシデントが 50% 近く減少し
ました。

移行以来、Brandfolder はプラットフォームの稼働時間
として 99.99% を維持しており、ユーザー、ファイル、
ストレージなどの指標も 5～10 倍に拡大しています。

クラウドネイティブなテクノロジーの採用により、
Brandfolder は Cloud Armor、Cloud CDN、Cloud Run、
Cloud Load Balancing などの Google サービスを使用
して、ロードマップを加速させることができました。

Google のマネージド サービスを利用することで、
Brandfolder にはスケーリングが容易になり、チー
ムの作業負荷が軽減され、費用が抑制されるという
メリットが生まれました。たとえば、データを高速
で取り込んで配信するスケーラブルなキューイング
システムである Google Pub/Sub により、実装がシ
ンプルになって費用が低減されるだけでなく、「イ
ンフラストラクチャのスケーラビリティに関する懸
念を無視できる能力」が手に入ると Brandfolder は
指摘しており、 「Pub/Sub のおかげで容量や利用率
の指標をモニタリングする必要がないので安心でき
ます」と述べています。

成功を収めた Smartsheet のプロジェクトにつ
いて詳しくは、こちらの動画をご覧ください。

このような組織的な変更
によりオーナーシップが
促進され、前月比でイン
シデントが 50% 近く減少
しました。
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ANZ
Australia and New Zealand Banking Group Limited 
は、銀行サービスと金融サービスを提供するオー
ストラリアの多国籍企業です。 資産規模ではオー
ストラリアで第 2 位、時価総額では第 3 位の銀行
です。

2019 年、同行は「デジタル ネイティブ」なバンキング
サービスを一から構築する ANZx 変革プログラムを開
始しました。アジリティの向上をサポートするために
必要となったのが、復元性があり、応答性の高いテク
ノロジーです。ANZx には、変革を推進するために、プ
ラットフォームの簡素化、テクノロジーのモダナイズ
とアップグレード、エンジニアリング主導の企業文化
の創出を目指すイニシアチブが含まれていました。

2022 年、ANZx チームは新たなバンキングの提案と
して「ANZ Plus」を市場に投入しました。

デプロイの迅速化
従来の銀行では、非常に複雑なテクノロジー環境のため
に、新機能の計画から実装まで数か月から数年の期間が
かかっていました。ANZx が目指したのは、これを大幅
に短縮することです。ANZx が求めるスピードと目標に
伴い、さらに迅速な移行が必要になりました。

そこで ANZ Plus を Google Cloud 上で構築し、当初か
らクラウドネイティブなアプローチを採用したのです。

ANZx チームはまず Google と提携し、DORA 
Assessment を実施してリリース プロセスをマッピング
して、ボトルネックの原因を理解することから始めまし
た。そして、サービスのリリース プロセスの改善を系統
的に目標設定することで、より迅速なデプロイが可能に
なりました。

コード変更のリードタイムは、3 か月から 1 週間未満
に短縮されました。他のチームも同じ改善策を採用し
ており、影響の規模が拡大しています。

また、ANZx のエンジニアは、Fabric と呼ばれる新しい
ソフトウェア製品を Google Cloud 上で構築しました。
これにより、安全でスケーラビリティの高い環境で、
新しい機能を迅速に提供できるようになります。この
アジャイルな機能とベストオブブリードのサードパー
ティ ソリューションの組み合わせにより、ANZ Plus は
シンプルでシームレスなインタラクションを顧客に提
供できます。

ANZ Plus モバイルアプリは毎日アップデートされて
おり、新しいコードはバックエンドで 1 日に複数回
デプロイされています。このスピードと手軽さは顧
客にも還元されています。実際、ANZ Plus チームは、
銀行への登録から口座開設まで、所要時間をわずか
数分まで短縮しています。

功労者の表彰

DevOps Dreamer

サービスのリリース プ
ロセスの改善を系統的
に目標設定することで、
変更のリードタイムが
1 週間未満まで短縮され
ました。
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まとめ
組織のソフトウェア デリバリーのパフォーマンスに対するベンチマークに
興味がある場合は、DORA DevOps クイック チェックを受けることができ
ます。このチェックでは、デプロイの頻度、リードタイム、復元までの時間、
変更失敗率といったソフトウェア デリバリーの側面を調べます。設問数は
5 問で、評価にかかる時間は 1 分です。このチェックにより、チームのパ
フォーマンスが低からエリートまでのどのグループに分類されるのかがわか
ります。

そして DORA リサーチのデータに裏付けられた知見に基づき、お客様のよう
な組織が取り組むべき最も重要な能力を特定できるよう、深く掘り下げるこ
とができます。また、さらに評価を進めることによって、最初にどれに注力
すべきなのか優先順位を付けることができます。

ここで紹介する DevOps アワードの各受賞者は、
Google Cloud チームと緊密に連携して課題を克服
し、DevOps の取り組みを加速させています。次の
ステップに進みたいとお考えの方は、DORA の研究
プログラムをご検討ください。

https://www.devops-research.com/quickcheck.html#questions
https://www.devops-research.com/quickcheck.html#questions
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